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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

令和６年度　総務部⾧マニフェスト
総務部⾧ ⾧根　英俊 2　地域防災力の強化

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率

指標 種類 単位 基準年

自主防災組織結成率 アウトカム ％ R５年度 74.2 100 0 0%
消防団員充足率 アウトカム ％ R５年度

達成
状況

基準値 目標値 実績値 達成率
津波避難訓練参加者数 アウトカム 人 R５年度 2,043 3,500 0 0%

90 90 0 0%
50 50 0 0%

非常用食料備蓄数 アウトプット 食 R５年度 29,304 40,288 0 0%
防災士養成者数 アウトカム 人 R５年度

1　魅力ある職場づくり 達成
状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
5 0 0%

有給休暇の取得日数5日未満者 アウトカム 人 R５年度 35 10 0 0%
職員提案（業務改善）件数 アウトプット 件 R５年度 5

85 0 0%

3　財政の健全化 達成
状況

男性の育休取得率 アウトカム ％ R５年度 57

98.43 0 0%
一般財源削減率（R7当初予算） アウトカム ％ R６年度 0 5 0 0%
収納率 アウトカム ％ R４年度 98.42

プライマリーバランスの黒字額（R7当初予算） アウトカム 千円 R６年度 125,000 125,000 0 0%

 限られた職員で、多様化、複雑化、業務が増加してきて
いる行政需要に的確に応えていくためには、業務の効率
化を進め、職員一人一人がやりがいを持って、持てる能
力を最大限発揮する必要があります。そのためにはワーク
ライフバランスの充実が必要となります。
職員自ら、働き方改革を意識するとともに、業務の効率
化・改善に取り組むため、総務部各課において、職員提
案（業務改善部門）を行います。

 有給休暇を有効に活用し、学びや遊び、家族サービス、
休養するなど、リフレッシュして仕事にあたるよう、庁議や
部課⾧会議等で呼びかけ、有給休暇の取得を促進しま
す。

 男性の育休取得促進は、少子化対策の柱の一つでもあ
り、ワークライフバランスの実現にもつながるものであり、対
象職員への所属⾧・人事担当部署からの働きかけを行
い取得の促進に努めます。

まちづくりの基本理念である「子どもたちに誇れる笑顔日本一のまち久慈」の実現に向け、久慈市総合計画に掲げた事

務事業の確実な進捗を図るため、職員一人ひとりの持てる力を結集し組織として取り組んでいく必要があります。複雑多

岐にわたる業務が増えていくなか、職員が持てる力を十二分に発揮するには、仕事と生活とのメリハリをつけた生活が肝心

であり、ワークライフバランスの充実に取り組みます。

また、近年多発してきている自然災害や、令和４年３月に県が公表した最大クラスの地震津波へ備えるため、自助・

共助・公助を組み合わせ、万全を期していきます。

加えて、財政の健全化に取り組みます。  近年、多発激甚化してきている自然災害から市民の命を
守るため、自助・共助・公助の取組を強化し、地域の防
災力を高めていく必要があります。

①自助
市民一人ひとりの防災に対する意識の向上が肝心であり、
避難訓練や防災研修会などを行い、意識向上に努めます。

②共助
共助の要である消防団の団員確保、自主防災組織の結
成・活動の促進、地域防災リーダーとなる防災士を養成し、
共助の取組を強化します。

③公助
災害に備え、市民への意識啓発、非常用食料等の備蓄、
津波避難目標地点への標識設置などに取り組みます。

 市の予算編成は、毎年、財政調整基金等を取り崩し、繰
り入れして編成していますが（県内全市で取り崩し・繰り
入れている状況）人口減少を見据えて、持続可能な財
政運営を行っていく必要があります。

①歳入確保
現状の高い収納率を維持・向上を図るため、新たにWEB
口座振替受付サービス、預貯金等照会サービスを導入し
ます。

②歳出削減
R７年度予算編成に当たり、R６当初予算編成時の一般
財源5%以上の削減が必要となることから、各部局に対し
枠配分を実施します。
経常経費を抑えていく必要があることから、公債費抑制の
ため、歳入に見合った歳出予算とし、起債残高を減少させ、
プライマリ―バランスの黒字化を堅持します。
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

達成
状況

達成
状況

令和６年度　総合政策部⾧マニフェスト
総合政策部⾧ 大崎　健司 2　行財政改革、ふるさと納税の推進

目標値 実績値 達成率
事業の見直しによる財源確保 アウトカム 億円 R5年度 4.1 2.5 0 0%

指標 種類 単位 基準年

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率

基準値

4.6 0 0%
企業版ふるさと納税寄付件数 アウトカム 件 R5年度 9 12 0 0%
ふるさと納税寄付額 アウトカム 億円 R5年度 2.9

20 0 0%

1　総合計画、総合戦略の推進

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率

自治体DX推進に係る諸課題解消 アウトカム 件 R5年度 19

3.05 0 0%
総合計画の進捗率 アウトカム ％ R４年度 83 90 0 0%
市民満足度アンケートの平均満足度 アウトカム ポイント R５年度 2.935

90 0 0%

3　地域力の向上、情報発信、移住定住の促進 達成
状況

総合戦略の進捗率 アウトカム ％ R４年度 74

80 0 0%
自主防災組織結成に係る取組支援回数 アウトプット 回 R5年度 252 250 0 0%
地域づくりワークショップ等の開催 アウトプット 回 R5年度 78

25 0 0%
SNSによる市政の情報発信件数 アウトプット 件 R5年度 540 500 0 0%
地域コミュニティ振興事業等の件数 アウトプット 件 R5年度 22

200 0 0%
行政の関与による移住者数 アウトカム 人 R5年度 17 24 0 0%
移住定住相談件数 アウトカム 人 R5年度 195

 総合計画の施策と141指標、総合戦略の６つの基本
目標と46のKPIを基に進捗状況を把握し、総合計画に
掲げる目標達成に向けて取り組みます。

①市民満足度アンケートの実施
▶市民満足度・重要度を勘案した事業設計の意識醸

成
▶アンケート分析の深化
▶各課実施のアンケートの集約化

②総合計画・総合戦略の進行管理
▶実施計画のローリング、行政評価等での進捗率の把

握、目標達成への意識醸成
▶総合計画基本構想の策定
▶人口ビジョンの改訂
▶第３期総合戦略の策定

総合政策部は、市の横断的な政策に係る企画立案・総合調整をはじめ、行財政改革・自治体ＤＸの推進、地域づ

くり活動の支援、公共交通の確保、市政情報の発信などを主な業務としています。 基本理念である「子どもたちに誇れ

る 笑顔日本一のまち 久慈」の実現に向けて、総合計画の適正な進行管理を行うとともに、そのリーディングプロジェクトと

して策定した総合戦略を推進することで少子化、 人口減少の抑制に努め、将来にわたって子どもたちの笑顔が絶えない

まちづくりに取り組みます。
 限られた財源を効率よく活用し、持続可能な行政運営

を行うため、既存の事業の徹底した見直しを行うとともに、
ふるさと納税、企業版ふるさと納税を推進し、財源確保
を図ります。

①事業見直しの推進
▶事業スクラップの継続、意識醸成の推進
▶公共施設等総合管理計画、個別施設計画の改訂
▶業務改善の横展開強化

②ふるさと納税の拡大
▶新たな返礼品の開拓及び掲載サイトの拡大・充実

③企業版ふるさと納税の拡大
▶関係企業への営業活動の全庁展開
▶国や企業が実施するマッチング会への参加
▶営業委託事業者の活用(年間千社超の営業活動）

④自治体DXの推進
▶自治体DX推進による行政サービスの向上

 各市民センターを拠点に、市民参加による地域づくり
活動を推進し、市政及びイベント等の情報発信に努
め、交流人口拡大及び移住・定住を促進します。

①協働のまちづくりを推進
▶地域が策定するアクションプランの策定を支援するワーク

ショップ開催
▶市民センターによる「自主防災組織」結成を支援
▶地域コミュニティーの維持・充実のための活動支援

②積極的な市政の情報発信
▶市政情報やイベント情報に触れる機会を増やす

③移住・定住の促進
▶久慈市の魅力発信と移住相談対応の充実
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

件 R5年度 22 30 0 0%
指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値

4　公共交通の利用推進 達成
状況

達成
状況

達成率

公共交通利用促進事業の参加人数 アウトカム 人 R5年度 679 700 0 0%
公共交通利用促進事業の実施件数 アウトプット

 地域住民の生活の足である路線バス及び鉄道を維持・存
続させるため利用促進運動に取り組みます。

①公共交通機関の維持・存続
▶公共交通ネットワーク維持・確保の取り組みを推進

②分かりやすい・利用しやすい利用促進の展開
▶ホームページやSNSを活用した情報発信
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●重要業績評価指標（KPI）
●取組内容 ●取組結果

●取組内容 ●取組結果

令和６年度　生活福祉部⾧マニフェスト
生活福祉部⾧ 久松　希美子 2　各種相談支援体制の充実

達成
状況

達成
状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
消費生活等にかかる出前講座の開催

1 高齢者、障がい者等社会的弱者への支援の充実

0 0%
連携強化に向けた勉強会等の開催 アウトプット 回 R５年度 3 3 0 0%

アウトプット 回 R５年度 3 3

76 0 0%
40 0 0%

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率

個別避難計画策定率 アウトカム ％ R５年度 13.9
避難行動要支援者台帳登録率 アウトカム ％ R５年度 73.9

3　子育て環境の充実 達成
状況高齢者向け出前講座の開催回数 アウトプット 回 R５年度 168 170 0 0%

障がい理解に向けたイベント等の開催 アウトプット 回 R５年度 2 2 0 0%

6.20 0 0%
指標 種類

重度要介護認定率 アウトカム ％ R５年度 6.56
達成率

赤ちゃん訪問実施率 アウトプット ％ R５年度 100.0 100.0 0 0%
単位 基準年 基準値 目標値 実績値

0 0%
産後ケア事業(デイサービス型)利用延べ人数 アウトカム 人 R５年度 36 38 0 0%
子育て支援センター利用者数 アウトカム 人 R５年度 5,547 5,550 災害時に自力避難が困難な住民の不安を解消するため

広報紙等を活用し「避難行動要支援者支援事業」の周
知に努めるとともに、民生委員等関係機関と連携し、要
支援者の名簿登録率の向上に努めます。

 要支援者の円滑な避難に資するための個別避難計画に
ついて、介護支援事業所等と連携し策定支援に努めま
す。

 障がいのある人もない人も、共に理解し、尊重しあい支え
あえるインクルーシヴな社会を構築するため、障がい理解
に資するイベント等を開催します。

 高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けていけるよう、地
域のふれあいサロンやいきいき百歳体操の実施を支援し、
相互に見守りができる体制整備に努めます。また、孤立
化防止、フレイル予防など、健康でいきいきとした生活が
できるよう、各種出前講座を開催し、重度要介護認定
率の減少に努めます。

「いつまでも住み続けたいと思うまちづくり」「共に支え、元気と安らぎあるまちづくり」のため、社会的弱者への支援の充実、

子育て環境の充実、市民の健康維持・向上、健康寿命の延伸に向けた取組の推進、各種相談支援体制の充実などに

取り組みます。

また、持続可能な循環型社会の構築に向け、環境問題に対する意識啓発に努めるとともに、廃棄物の分別収集を徹

底し、ごみ排出量の削減に取り組むほか、防犯灯のLED化を進め消費電力削減による環境負荷軽減に努めます。

少子高齢化、人口減少の状況を中⾧期的な視点で捉え、各種福祉サービスや市有高齢者施設・子育て支援施設

等の在り方について検討を進めます。

 詐欺被害や消費トラブル等を未然に防ぐため、広報紙等
の配布や出前講座を開催するなど、被害防止に努めます。
また、警察など関係機関と連携し注意喚起に努めます。

 複雑・多様化した支援ニーズに効率的に対応できる包括
的・重層的な支援体制検討のため、関係各課や関係機
関等との連携を継続するとともに、勉強会等を行います。

 相談員等の知識習得・スキルアップのため、研修等への参
加を推奨し、相談者に寄り添った丁寧な対応に努めます。

 児童手当について、支給額や支給年齢の拡充等、大幅
な変更が見込まれていることから、情報の収集に努め、適
正な支給に努めます。

 子どもの数の推移を見極めながら、市が運営している保
育園等こども子育て支援施設の今後の方向性について
検討を進めます。また、母子保健機能及び児童福祉機
能双方のより充実した一体的な運営を図るため「こども家
庭センター」の設置（移行）に向けた検討を進めます。

 第３期久慈市子ども子育て支援事業計画・こども計画
について、こども基本法に基づく必要なプロセスを経ながら
策定を進めます。

 妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行うた
め、赤ちゃん訪問の実施、子育て支援センターの利用促
進を図るほか、産後ケア事業の充実に努めます。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

達成
状況4　環境対策の推進 5　保健活動の推進

達成率指標 種類 単位 単位 基準年 基準値 目標値 実績値基準年 基準値 目標値 実績値 達成率 指標 種類
アウトプット 回 R５年度 2 2 0 0% 特定健康診査受診率

達成
状況

0%
市有防犯灯のLED化率 アウトプット ％ R５年度 91.2 100.0 0 0% 特定保健指導実施率 アウトカム ％ R４年度 40.7 45.0 0 0%

アウトカム ％ R４年度 44.6 50.0 0環境に関する学習会等の開催回数

11.3 13.0 0 0%
生活習慣病等健康に関する講演会の開催 アウトプット 回 R５年度 1 1 0

一人当たりのごみの排出量 アウトカム ㎏ R５年度 352.6 アウトカム ％ R５年度342.0 0 0% 50歳歯周疾患検診受診率
0%

 暮しやすく住みよい環境を維持するため、環境問題に関す
る学習機会を確保し、意識啓発を図ります。

 環境負荷軽減・消費電力の削減等のため市有防犯灯及
び自治会等所有防犯灯についてLED化を進めます。特に
も、市有防犯灯については、令和６年度内に全灯LED化
を目指します。

 廃棄物の適正な排出・分別方法について、広報紙や出前
講座等で周知に努め、ごみ排出量の抑制に取り組みます。

 各種健康診査や各種がん検診等の受診率の向上を図り、
疾病の早期発見、早期治療につなげます。

 歯と口腔の健康は、全身の健康を維持する上で重要な役
割を果たしていることから、妊娠期、乳幼児期、学齢期、
成人期、高齢期など各ライフステージに応じた歯科検診の
実施に努め、口腔ケアの意識醸成に努めます。

 生活習慣病の予防など、健康づくりの知識の普及を図るた
め講演会等を開催します。

 各種予防接種について、医師会等関係機関と連携し適
正な接種体制の確保と接種勧奨に努めます。また、特例
接種期間が終了した新型コロナワクチンについて、秋接種
に向け費用助成の在り方検討を進めます。
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）
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●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

達成
状況3　商工業の振興と中心市街地の活性化

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
空き店舗活用出店数

令和６年度　産業経済部⾧マニフェスト
産業経済 部⾧ 下山　琢也 2　魅力発信と交流人口の拡大

達成
状況

達成
状況

目標値 実績値 達成率
道の駅いわて北三陸施設利用者数 アウトカム 千人 R５年度 293 270 0 0%

指標 種類 単位 基準年 基準値

0%
体験型観光受入延べ人数 アウトカム 人 R５年度 4,000 4,200 0 0%
主要観光施設（６施設）入込数 アウトカム 万人 R５年度 130

1　農林水産業の担い手確保と基盤強化

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

130 0

実績値 達成率
農業新規就業者 アウトカム 人 R５年度 8 10 0 0%

10 0 0%
林業新規就業者数 アウトカム 人 R５年度 3 4 0 0%
多面的機能支払交付金活用件数 アウトカム 地区 R５年度 10

4 0 0%
水産資源活用等支援事業補助金活用組織数 アウトカム 件 R５年度 8 8 0 0%
森林整備支援件数 アウトカム 件 R５年度 3

アウトカム 件 R５年度 3 3 0 0%
10 0 0%

観光交流センター「風の館」利用者数 アウトカム 千人 H30年度 229 260 0 0%
周遊促進イベント支援件数 アウトカム 件 R５年度 10

 農業新規就農者については、県や農協等の関係団体
と連携し、就農相談会や作業体験、PR冊子等の配布
を行い、就業者の育成・確保を目指します。
また、多面的機能支払交付金の活用については、関
係機関と連携し、制度利用の研修会等を開催しなが
ら活用件数の維持を目指します。

 林業新規就業者については、木の仕事協議会等と連
携した担い手育成活動の支援により就業者の育成・確
保を目指します。林業整備支援については、県と連携
し計画的な施業と補助を支援し、健全な森林管理を
目指します。

 ウニの深浅移植や養殖施設等の整備を行うための補
助金活用について、市漁協の各種会議での説明や生
産部の状況の聞き取りを行い、市内各生産部での取り
組みを目指します。

農林水産業は、生産者等の高齢化と担い手不足が深刻化していることから、産業の維持・存続を図るため、担い手の

確保・育成に向けて、関係機関と連携し新規就業者の誘導に努めます。

久慈市の魅力発信と交流人口の拡大に向けては、三陸沿岸道路の開通効果を的確に捉え、道の駅いわて北三陸や、

やませ土風館や市内観光施設周遊を促すとともに、各種観光イベント等の情報発信に積極的に取り組むことにより、交

流人口の拡大に取り組みます。

商工業の振興と中心市街地の活性化に向けては、コロナ禍や価格高騰等による消費の停滞からの脱却を目指し、各

種支援制度の周知、活用を促すとともに、中心市街地の活性化に向けて、空き店舗の活用や賑わい創出に向けた各種

イベントの開催を支援します。

 道の駅いわて北三陸のイベント情報等について、各種
報道媒体への情報発信に努めながら、集客拡大を図り
ます。
また、市内の各種イベントや観光施設等の情報を積極
的に発信し、主要観光施設への入込数拡大を図ります。

 体験型観光については、関係団体とともに積極的な営
業を行うとともに、体験内容の充実、ブラッシュアップに努
め、受入数の拡大を図ります。

 空き店舗出店費補助金の活用周知に努め、市街地へ
の出店支援に努めます。

 各種団体が企画するイベントを、補助金や体制面で支
援するとともに、道の駅いわて北三陸との連携を図り、中
心市街地の賑わいの創出と観光客の誘客に努めます。
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

令和６年度　企業立地港湾部⾧マニフェスト
企業立地港湾部⾧ 谷崎　勉 2　雇用の場の確保に向けた企業誘致等の推進 達成

状況

目標値 実績値 達成率
補助金等の申請支援 アウトプット 件 R５年度 9 5 0 0%

指標 種類 単位 基準年 基準値

1 0 0%

1　若者定着を促進するための魅力ある産業のまちづくりの推進 達成
状況

企業立地奨励補助金活用（新規） アウトカム 件 R５年度 0

目標値 実績値 達成率
大卒人材等確保に向けた情報共有会 アウトプット 回 R５年度 3 3 0 0%

指標 種類 単位 基準年 基準値

13 0 0%
管内新規高卒者の管内就職率 アウトカム ％ R５年度末卒業 46.9 50 0 0%
大卒人材等確保に向けた情報共有会 有効性指標 人/回 R５年度 13

3　再生可能エネルギーの導入促進 達成
状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
2 0 0%

脱炭素先行地域オンサイトPV(公共以外） アウトカム 件 R５年度 5 85 0 0%
脱炭素先行地域　事業啓発（広報、チラシ配布） アウトプット 回 R５年度 1

0%洋上風力発電事業の市民啓発 アウトプット 回 R５年度 2 2 0

いつまでも住み続けたいと思うまちづくりを進めるため、市政が持続的な発展を続けるよう、市内経済の活性化及び産業振

興に取り組みます。

①企業誘致及び既立地企業の増設などの促進による雇用創出を図るとともに、学校、企業及び行政が一体となってキャリ

ア教育の充実を図ることで、若い世代が「地元で働き続けたい」と思えるような雇用環境づくりを進めます。

②脱炭素社会の構築を目指し、久慈地域エネルギー㈱と連携し、地域に裨益するエネルギーの地産地消に取り組むととも

に、市内公共施設及び民間事業所への再エネ導入の促進並びに久慈市沖洋上風力発電事業の事業化に取り組みます。

③市民の生命と財産を守る久慈港湾口防波堤について、2033（令和15）年度に完成されるよう要望活動を行うととも

に、久慈港の利活用環境の改善に取り組みます。

 学校・企業・行政が一体となって「地域ぐるみ」による
キャリア教育事業を推進します。
▶教育担当者・事業所担当者研修会（７月）
▶合同職業講演会「キャリアオーケストラ」（10月）
▶合同職業体験「社会体験Week」（11月）

 市内企業が学生の就職動向などを把握できるよう情報
共有会を開催するとともに、魅力ある企業づくりを支援
しながら、地元就職及び採用後の定着の促進に取り
組みます。
▶大卒人材等確保に向けた情報共有会

(６・７・３月)

 企業の誘致、既立地企業へのフォローアップによる経営
課題に対する支援を通じて、雇用の創出に取り組みま
す。特にも、岩手県及び岩手県土地開発公社と連携
を図り、久慈地区拠点工業団地への企業集積が進む
よう取り組みます。また、RE100宣言企業及び再生可
能エネルギー関連事業者等が市内への事業進出意欲
が高まるよう、企業訪問及び情報交換に努めます。
▶既立地企業へのフォローアップ訪問（随時）
▶企業ネットワークいわてへの参加（７月）

 脱炭素社会の構築及び再エネ導入促進による地域経
済への波及効果に資するため、市が出資する久慈地
域エネルギー㈱と連携し、エネルギーの地産地消を推
進します。脱炭素先行地域関連事業（山形町）につ
いては、地域の再エネ化が促進されるよう住民への普
及啓発に努めながら、計画の着実な進捗を図ります。
▶脱炭素先行地域関連事業の周知
（地域説明:４月）
（広報記事:６月、チラシ配布:10月）
（相談対応:随時）

 久慈市沖洋上風力発電事業の事業化を目指し、国・
県及び発電事業者及びステークホルダー等関係者との
情報交換及び協議に努めます。特にも、漁業協調策
の検討を深めることに注力します。（随時）
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●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果
湾口防波堤見学会 アウトプット 校 R５年度 2 4 0

4　久慈港の整備促進 達成
状況

達成
状況

指標 種類指標 種類 単位 基準年 基準値 達成率
国に対する要望活動 アウトプット 回 R５年度 2 2 0 0%

単位 基準年 基準値 目標値 実績値目標値 実績値 達成率

R７年度予算 アウトカム 百万円 R４～６年度平均 2,675 3,000 0 0%
0%

 国の直轄事業により整備が進められている久慈港湾口
防波堤（全体延⾧3,800m、令和15年度完成予
定）の整備が着実に進むよう、関係省庁への要望活
動を行います。また、湾口防波堤整備事業の重要性
の市民理解を深めるため、小中学生を対象とする見学
会を開催します。
▶国に対する要望（７・11月）
▶見学会（随時）

 久慈港の取扱貨物量の増加に向けて、荷主や荷役業
者の意見等を踏まえながら、港湾管理者である岩手県
に対し利活用環境の改善要望を行います。
▶県に対する要望（７月）
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●取組内容 ●取組結果

【重点目標】
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達成
状況2　市民が安心して暮らせる防災対策の推進

令和６年度　建設部⾧マニフェスト
建設部⾧ 大澤　匡弘

指標 種類 単位 基準年

道路の法面補強面積【累計】 アウトプット ㎡ R5年度

道路の冠水対策延⾧【7路線累計】 アウトプット ｍ R5年度

耐震診断実施件数（耐震改修促進計画） アウトカム 戸

基準値 目標値 実績値 達成率
河川の堆積土砂撤去箇所数【累計】 アウトプット 河川 R5年度 14 28 0 0%

道路の無電柱化延⾧【累計】 アウトプット ｍ R5年度 566 602 0 0%

3,190 3,420 0 0%
道路の舗装補修延⾧【8路線累計】 アウトプット ｍ R5年度 3,375 6,090 0 0%

R5年度 5 5 0 0%

1,030 1,935 0 0%

1 0 0%
市民満足度（防災体制の項目） アウトカム ポイント R5年度 2.959 3.000 0 0%
耐震改修補助件数（耐震改修促進計画） アウトカム 戸 R5年度 0

1　安全で快適な市民生活を確保する社会インフラの維持管理 達成
状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
62 0 0%

橋梁の補修工事箇所数【累計】 アウトプット 橋 R5年度 6 9 0 0%
橋梁の点検数 アウトプット 橋 ー ー

13 0 0%
市営住宅の改修【累計】（公営住宅等⾧寿命化計画） アウトプット 戸 R5年度 30 40 0 0%
遊具の補修、更新基数【累計】 アウトプット 基 R5年度 9

3.000 0 0%市民満足度（道路整備の項目） アウトカム ポイント R5年度 2.869

■持続可能な社会インフラを目指し、適切かつ計画的な維
持管理を実施します。

①市が管理する橋梁（311橋）の状況を計画的に把握す
るため、62橋の橋梁点検を実施します。（R６から５カ年
計画）

②老朽化した橋梁（中の橋、久慈橋、稲荷前橋、上の
橋）の補修工事を行います。

③公園施設（河川公園、あすなろ公園）の遊具の補修や
更新等を行います。

④ 「久慈市公営住宅等⾧寿命化計画」に基づき、新川井
団地10棟の外装改修工事を行います。

「市民が安全・安心してくらせるまちづくり」「災害に強いまちづくり」のため、道路、河川、公園、市営住宅などの社会イ

ンフラについて計画的な維持管理を行い、その機能の維持に努めます。

市民の利便性や安全性など生活環境の向上のため、効率的かつ効果的な社会インフラの整備を行うとともに、地域

振興や人口減少対策に繋がる広域幹線道路等の整備促進に向けて取組みます。

また、近年激甚化する豪雨等の災害へ対応するため、河川流域全体の関係団体が協働して実施する治水対策「久

慈圏域流域治水プロジェクト」に基づき、県と連携を図りながら事前防災対策に取り組みます。

■自然災害への予防、浸水対策及び法面崩落対策などの
防災対策及び木造住宅の耐震化の促進に取り組みます。

①準用河川及び普通河川の堆積土砂撤去を行い、河川
の治水能力の確保に取り組みます。

②道路法面等の土砂災害防止対策（市道久喜漁港
線）や道路の舗装補修（市道滝線ほか７路線）など
予防保全対策に取り組みます。

③豪雨時に生じる道路冠水等（普通河川白山川、市道
中の橋栄町線ほか５路線）の解消に取り組みます。

④災害の防止、円滑な交通の確保、良好な景観の形成を
図るため、市道久慈東口線の無電柱化に取り組みます。

⑤小屋畑川の河川改修事業（県事業）の促進が図られ
るよう、市が管理する道路・橋梁等の施設に係る各種協
議のほか、地域住民との合意形成に努めます。

⑥昭和56年５月31日以前に建築された耐震性に劣る一
戸建ての木造住宅について、５戸の耐震診断を実施しま
す。

⑦耐震診断において補強工事が必要と判断された木造住
宅について、１戸の耐震改修費用補助を実施します。

⑧新たな土砂災害警戒区域について、県と協力し指定に
取り組みます。また、既存の危険盛土箇所の処遇につい
ても、引き続き県と連携しながら解消を図ります。
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４　地域振興や人口減少対策に繋がる社会インフラの充実 達成
状況

指標
R5年度 231 241 0 0% 国に対する要望活動（国道281号） アウトプット

道路の改良整備延⾧【５路線累計】 アウトプット ｍ R5年度 13,661 13,997 0 0%

種類 単位 基準年 基準値 目標値

３　安全・安心で住みよいまちづくりの推進 達成
状況

基準年 基準値 目標値 実績値 達成率実績値 達成率 指標 種類 単位
0%

道路照明（LED化）の更新数【累計】 アウトプット 灯 R5年度 247 311 0 0% 国に対する要望活動（三陸沿岸道路） アウトプット 回 R５年度 2 2 0
回 R５年度 2 2 0市民協働道路等維持補修事業の実施件数【累計】 アウトカム 件

0%
歩道、歩行空間の整備延⾧【４路線累計】 アウトプット ｍ R5年度 2,667 3,098 0 0%

小屋畑川沿い地域住民との意見交換 アウトプット 回 R5年度 1 3 0 0%

■元気と安らぎあふれる街並みの環境整備を推進し、通学
児童などの歩行者通行の安全性を確保するとともに、交
通の円滑化を図るため、歩行環境等の整備に取り組みま
す。

①地域の道路環境等の改善を図るため、市民協働道路等
維持補修事業の実施に取り組みます（10箇所）。

②道路利用者の安全・安心を確保するため、道路照明の
更新（ＬＥＤ化）に取り組みます。

③通学路の安全確保のため、関係機関と連携し、通学路
の安全点検を行い、危険個所の把握に努めます。

④安全な歩行空間の確保のため、歩道や歩行空間の整備
(市道上⾧内日吉町線ほか３路線）を進めます。

⑤安全な通行を確保するため、未改良、幅員狭小、急カー
ブ、急勾配箇所の解消（市道川又橋場線、市道平庭
線ほか３路線）に取り組みます。

⑥小屋畑川の河川改修事業（県事業）に関連し、小屋
畑川沿いの将来のまちづくりや地域振興について、地域
住民との意見交換を継続して行います。

■地域振興や人口減少対策に繋がる広域幹線道路等
の早期整備の実現に向けて取り組むとともに、安
全安心に資する「久慈圏域流域治水プロジェク
ト」に基づき、事前防災対策に取り組みます。

①国道281号（案内～戸呂町口間）の改良事業の促
進や「岩手県新広域道路交通計画」における
「(仮称)久慈内陸道路」に関して、早期の高規格
道路しての位置付けを得られるよう要望活動を行
います。

②久慈川等の主要河川の堤防未整備区間の築堤や嵩
上げ、定期的な河道掘削や流木対策などの治水力
向上に関する要望活動を行います。

③三陸沿岸道路について、道路整備・利活用の観点
から情報収集を行い、さらなる地域の活性化と安
全性・防災性向上の方策について探求します。
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

令和６年度　山形総合支所⾧マニフェスト
山形総合支所⾧ 下斗米　洋之 2　放課後のこどもの居場所づくり事業の充実

達成
状況

達成
状況

達成
状況3　山形総合支所移転に向けた取り組みの推進

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値

目標値 実績値 達成率
事業回数 アウトプット 回 ー ー 166 0 0%

指標 種類 単位 基準年 基準値

0%
参加児童数／回 有効性指標 人 ー ー 15 0 0%
講座開催回数 アウトプット 回 ー ー

1　山形町の未来づくり計画「やまがたビジョン」の推進

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

18 0

実績値 達成率
委員会実施回数 アウトプット 回 R５年度 5 5 0 0%

4 0 0%
事業参加者数/回 有効性指標 人 ー ー 20 0 0%
事業化実現数 アウトカム 回 R５年度 4

達成率
対策会議の開催回数 アウトプット 回 R５年度 3 3 0 0%

8 0 0%
地域住民の理解度 アウトカム ％ ー ー 50 0 0%
住民説明会の開催 アウトプット 回 ー ー

 山形町の未来づくり計画「やまがたビジョン」を推進し、目
指すべき将来像を実現するための「協議」の場の開催と
目標に向けたアクション（行動）への支援に努めます。ま
た、持続可能な取り組みとするため、将来を担える団体
「推進体制」の整備を進め、地域と一体となった活動を
目指します。
▶山形ビジョン推進委員会の開催 年5回

 ビジョンの実現を目指す４チーム「SNSの活用」「久慈渓
流の景観活用」「支え合い（見守り）体制づくり」「子育
てしやすい環境づくり」の活動を促進し、継続した取り組
みとします。
▶各チーム１事業以上の実施

 「やまがたビジョン」内における優先目標の高い「山形町
内の公共施設の在り方」について、委員会とともに検討し
ます。

地域づくり活動の推進について、山形町の維持・発展のため、住民自らが取り組む地域づくり活動を支援してまいります。
また、昨年度から実施している「放課後のこどもの居場所づくり事業」について、子育て世代を支援するため、地域住民と
協力し事業の充実に取り組みます。
短角牛の振興については、生産者と関係機関が一体となり、安心・安全・ヘルシーな赤身肉であることを広く情報発信

し、増頭対策及び販売拡大に取り組んでまいります。また、市指定無形民俗文化財である「牛の角突き」の継承に努める
とともに、観光資源としての闘牛を更に発展させてまいります。
観光の振興については、平庭高原、内間木などの観光資源を活用したイベントを開催し、誘客と地域の活性化に取り

組みます。特に日本一の白樺美林を有する平庭高原の環境整備を行い白樺林の維持・再生に積極的に取り組みます。
さらに、郷土料理「まめぶ」の国の無形民俗文化財登録に向け、地域の皆さんと共に様々な事業を実施してまいります。

 令和6年1月から山形小児童を対象に実施している
事業について、令和6年度については地域学（山形
地域を知る）、伝統文化等の継承に向けた事業
（盆踊り等）、世代間交流事業等を実施します。
また、来内小学校児童についても⾧期休業時におけ
る実施、山形小学校との交流事業を実施します。
▶地域学勉強会 ８回（町内８地区の視察）
▶伝統文化等継承勉強会 ５回
▶世代間交流事業 ２回
▶来内小学校との交流事業 ３回

 山形総合支所機能の移転について、地域全域の課題と
して「地域まちづくり委員会」等において、移転後の地域
のあり方を検討するとともに、移転への理解を進めます。

 「支所移転対策会議」及び作業部会の実施により、安
全な施設の管理運営体制の方向性と市民の利便性の
向上を検討します。
▶山形総合支所移転対策会議の開催（作業部会含

む）
▶山形総合支所あり方検討会の開催（区⾧会への説

明）
▶地域住民説明会の開催（8地区）
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

達成
状況

4　山形村短角牛振興と闘牛文化の発展継承及びまめぶ食文化遺産登録 5　平庭高原の環境整備と日本一の白樺美林の再生

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

達成
状況

実績値 達成率
闘牛大会の開催 アウトプット 回 R５年度 4 4 0 0% 平庭高原白樺林再生協議会の開催 アウトプット 回 ー ー 3 0 0%

回 R５年度 3 3 0 0%
都市交流事業参加者 アウトカム 人 R５年度 42 45 0 0% 白樺林整備作業の実施 アウトプット ㎡ R５年度 10,000 10,000 0 0%
闘牛大会来場者数 アウトカム

人 R５年度 455 460 0 0% ボランティア活動参加者数

アウトプット人 R５年度 3,600 3,600 0 0% くじ☆ラボの開催

アウトカム 人 R５年度 443 230 0 0%
郷土食フェスタ、未来継承講座参加者 アウトカム 人 R５年度 200 200 0 0% 白樺林管理計画策定（令和７年度まで） アウトプット ％ ー ー 50 0 0%
短角牛消費拡大イベント参加者 アウトカム

参加者による評価（満足度アンケート） アウトカム ％ ー ー 70 0 0% 参加者による評価（満足度アンケート） 0 0%アウトカム ％ ー ー 70

 山形村短角牛の生産振興と積極的なPRを行い、 販
路開拓と消費拡大に努めるとともに、「生産者と消費者
の顔の見える関係」の構築維持のため消費者等との交
流事業を行います。
▶盛岡、八戸及び首都圏（ホテルニューオータ二）での

短角牛消費拡大イベントを開催
▶べごツアー（都市交流事業）の開催

 闘牛大会への集客と更なる知名度の向上と闘牛文化の
継承活動に取り組みます。
▶闘牛大会の開催（年4回）
▶いわて平庭高原闘牛会懇談会開催（年4回）
▶全国闘牛サミットへの参加
▶関係機関との意見交換（課題解決）

 郷土料理「まめぶ」の国の無形民俗文化財登録に向け
た事業を実施します。
▶山形町郷土食保存継承の会とともに各種事業（未

来継承講座、郷土食フェスタ）を展開

 平庭高原の白樺美林を守るため、平庭高原環境整備
ボランティア「くじ☆ラボ」の活動支援やイベントを開催し、
白樺林整備促進による適正な環境保全と観光客の誘
客に繋がる活動に取り組みます。
また、中⾧期的な白樺林の再生の取り組みとして、令和
５年度に設立した「平庭高原白樺林再生協議会」とと
もに白樺林整備の技術指針に基づいた管理計画を策
定するとともに、施業に着手します。
▶白樺林環境整備活動の実施（くじ☆ラボ）
▶セイコーウオッチなどの民間企業と連携した、日本一の

白樺美林の環境保全への取組
▶国道沿いの危険木除去及び景観整備の取組
▶管理計画策定に向けた施業要件の変更協議及び補

助事業の検討
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

達成率
指定金融機関等の検査実施

0 0%
アウトプット 機関 R５年度 10

令和６年度　会計管理者マニフェスト
会計管理者 田面　巧 2　公金の適正管理と確実な運用

達成
状況

達成
状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値
0 0%

収納事務受託者の検査実施 アウトプット 者 R５年度 3 3
10

1　会計事務の適正な執行

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
18 0 0%

例月現金出納検査での指摘無し アウトカム 回 R５年度 0 0 0 0%
会計事務の留意事項を掲示板に掲載 アウトプット 回 R５年度 15

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

達成
状況

実績値 達成率

 会計書類の迅速かつ的確な審査と、正確な支払いを
行うために、会計事務に関する留意事項等を職員に周
知するとともに、不備のある書類は、直接指導し、事務
の効率化を図ります。
▶会計事務に関する庁内掲示板（ガルーン）での

周知

 監査委員による「例月現金出納検査」において、指
摘事項、ゼロ件を目指します。

会計課は、現金・有価証券・物品の出納や保管、支出負担行為に関する確認及び決算の調整などを主な

業務としています。当市の、健全な行財政運営に資するため、会計事務の適正な執行に努めるとともに、公金

の適正管理と確実な運用を行います。

 支払い準備金に不足が生じないよう、常に収入支出見
込み額を把握し、必要に応じて関係課と連携しながら
繰替運用・一時借入などの対応を行います。
また、厳しい財政状況ではありますが、確実な資金運用
を検討します。
▶指定金融機関及び収納代理金融機関の検査実施

（各行１回）
▶収納事務受託者の検査実施（３団体以上）



上下水道部長　-　14　-

【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

達成率
新築町地区雨水排水路整備延⾧【累計】

0 0%
アウトプット ｍ R５年度 90 240

0 0 0%

1　公営企業の効率的な運営

令和６年度　上下水道部⾧マニフェスト
上下水道部⾧ 笹原　賢二 2　浸水対策の推進

達成
状況

達成
状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値
0 0%

新井田地区雨水排水路計画延⾧【累計】 アウトプット ｍ ー ー 80

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率

雨水排水ポンプ場の大きなトラブル アウトカム 回 R５年度 0

下水道使用料現年収納率 アウトカム ％ R６年２月末 98.79

2 0 0%
給水料金現年収納率 アウトカム ％ R６年２月末 98.38 98.38 0 0%
水道事業の経営に係る勉強会の開催 アウトプット 回 ー ー

98.79 0 0%

3　安定した給水体制の確保

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

達成
状況

実績値 達成率
水質事故 アウトカム 回 R５年度 0 0 0 0%

1,500 0 0%半崎・麦生地区管路更新延⾧【累計】 アウトプット ｍ ー ー

 水道事業の基盤強化を図るため、広域連携の推進
に係る情報交換会を２回以上開催して検討を進め
ます。

 給水料金及び下水道使用料について、年10回以上
催告書を発送して収納率向上に取り組みます。

 水道事業において健全経営を行うためＲ６年度に
アセットマネジメント及びR７年度改定に向けた
経営戦略の見直しを行います。

 下水道事業において、今後の適正な事業を行うた
め、アクションプランを見直します。

上下水道事業は、人口減少による収入の減少や施設更新費等が課題であることから、⾧期的な収支計画により、持

続可能な経営に努めます。

また、「いつまでも住み続けたいと思うまちづくり」に向けて、市民の安心安全な生活環境を確保するため、水道水の安定

供給の確保と適切な汚水処理に取り組みます。

 近年、頻発・激甚化する大雨の内水（浸水）対策とし

て、新築町地区の雨水排水路の整備を進めます。

 新井田地区の雨水排水路の改修に向けて設計を実施

します。

 雨水排水ポンプ場の運転管理を適正に行います。

 水質事故を起こさないため、定期的に水質検査等を行

います。

 災害に強い水道網を構築するため、耐震性が低い老朽

化した半崎・麦生地区等の配水管（塩化ビニル管）に

ついて管路更新工事（高度ポリエチレン管）を実施しま

す。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率 指標 種類

4　汚水処理施設の整備 達成
状況

達成
状況

0 0%

達成率
広美町地区汚水管渠敷設延⾧ アウトプット ｍ R５年度 820 1,120 0 0%

単位 基準年 基準値 目標値 実績値

水洗化補助金交付件数 アウトカム 件 R５年度 47 139 0 0%
浄化槽設置整備事業補助金交付件数 アウトカム 件 R５年度 32 60

 生活環境の向上と公共用水域の水質保全のため、⾧

内町の汚水管工事（延⾧300ｍ）を実施します。

 浄化槽設置整備事業補助金及び水洗化補助金を活

用することにより下水道接続率向上等のため、対象者に

様々な媒体を活用して周知を図ります。

 汚水事故を起こさないために定期的に水質検査等を行

う。
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
あまちゃんマラソン参加者数（申込者数） アウトカム 人 R５年度 1,247 1,300 0 0%

800 0 0%

令和６年度　教育部⾧マニフェスト
教育部⾧ 中居　弘美 達成

状況

達成
状況

保護者及び地域住民との協議・調整の場 アウトプット 回 R５年度 3 3 0 0%

3　生涯スポーツの振興

2　生涯学習の充実

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

達成
状況

実績値 達成率
出前講座等利用者数 アウトカム 人 R５年度 1,831 2,000 0 0%

5.0 0 0%
育成・参加型事業の参加者数 アウトカム 人 R５年度 3,018 3,500 0 0%
市民1人当たりの図書貸出数 アウトカム 冊 R５年度 3.9

500 0 0%

1　学校教育の充実

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率

郷土芸能祭来場者数 アウトカム 人 R４年度 411

21 0 0%
小中学校トイレの洋式化率 アウトプット % R５年度 49.7 52.1 0 0%
小中学校のVPN接続数（累計） アウトプット 校 R５年度 1

90 0 0%
学習状況が良好な児童生徒の割合（中） アウトカム % R５年度 71.7 75 0 0%
学習状況が良好な児童生徒の割合（小） アウトカム % R５年度 83.3

三船十段杯争奪柔道大会の参加者数 アウトカム 人 R５年度 512 550 0 0%
おとどけスポーツ教室等の参加者数 アウトカム 人 R５年度 779

 児童生徒の良好な教育環境の維持のため「小中学校の
適正配置に関する基本方針」に基づき、後期計画を進
めるにあたり、保護者や地域への説明を１学区当たり3
回以上実施します。
▶PTA総会の際の保護者意向集約依頼（４月）
▶地域住民との意見交換会（８月、11月）

 ICTを活用した学習活動の充実に向けた環境整備として、
学校とインターネット間の回線の切り替えを実施し、校務
用端末のインターネット環境を改善します。
▶業者決定（６月）
▶光回線工事（９月～11月）

 児童生徒が快適で、安心・安全な学校生活を送ることが
できるよう、学校施設の整備に努めます。
①トイレの洋式化工事（⾧内小学校、久慈中学校）
▶設計業務（５月～８月）
▶工事（９月～２月）
②久慈湊小学校移転改築事業
▶造成工事（～３月）
▶建築工事（秋ごろ～）

 小中学生の学力向上のため、指導主事の訪問や各種
研修会の充実により、CRT（教研式標準学力検査）に
よる「学習状況が良好な児童生徒の割合を増やします。
▶指導主事の学校訪問（年１回）
▶研修会の実施（通年）
▶AIドリル導入（６月）

教育理念である「子どもたちに誇れる 笑顔日本一のまち 久慈 ～総合力豊かな人材を育てるまちづくり～」の実現

に向け、第１期久慈市教育振興基本計画で定めた５つの基本方針である「未来をたくましく切り拓く自立した人づくり」

「こころざしをもって学ぶ意欲を備えた人づくり」「グローバル化・情報化する社会で活躍できる人づくり」「生涯を通じて主

体的に学習やスポーツに親しむ人づくり」「郷土を愛し地域を支え創造する人づくり」に基づき、学校教育、生涯学習、芸

術・文化及び生涯スポーツの一層の充実に取り組みます。

 子どもから高齢者までの多種多様な学習意欲を支援す
るため、学習機会の提供に努めます。
▶「琥珀のまち生涯学習ボランティアバンク」「まちづくり直

送便」による講師派遣、出前講座の実施【80回】
▶チラシやHP、各種SNSなどでの周知の充実

 利用しやすい図書館を目指すため、様々なニーズを持つ
利用者に配慮するとともに、青少年の読書活動の推進に
取り組みます。

 市民の主体的な芸術文化活動を促進するため、市民参
加型事業及び育成事業に取り組みます。
▶オペラWS 15回（４月～９月）
▶合唱WS ７回（12月～３月）
▶吹奏楽CL ７回（５月～２月）
▶おらほーる演劇WS  約40回（８月～11月）

 地域の伝統芸能の継承を担う郷土芸能保存団体に発
表の場を提供するとともに、市民に郷土芸能の鑑賞の機
会を設け、保護意識の醸成を図ります。
▶久慈市郷土芸能祭の開催（1月）
（ナニャトヤラ連邦郷土芸能交流祭と併催）

 「久慈あまちゃんマラソン大会」を９月29日に開催し、
当市の魅力を発信します。
▶大会参加権のふるさと納税返礼品登録

 生涯スポーツの充実のため、市民誰もが主体的継続的に
スポーツに親しみ、健康増進と体力づくりのできる環境整
備や、生涯スポーツ推進事業の開催に努めます。
▶おとどけスポーツ教室（ニュースポーツ、ウォーキングなど)

の実施【38回開催】
 「柔道のまちづくりの推進のため、各種事業に取り組みます。

▶三船十段杯争奪柔道大会の開催・早期周知
▶「(仮)柔道のまちづくりビジョン」の作成



 【指標の例】

指標の種類
インプット
アウトプット
アウトカム
効率性指標
有効性指標 人／回、回／人

生涯スポーツの充実
指標例

人件費も含め、事業実施に要した費用
スポーツイベントの開催数、選手育成事業の開催数など
イベント参加者数、事業利用者数
円／回、回／円

用語の解説

・重要業績評価指標（KPI）…

事業やプロジェクトなどの目標達成に向けて、その達成度を追跡するために設定する指標

最終的な目標実現までに設置された、中間目標数値

【指標の種類】

・インプット（投入指標）…

事業実施に要した、費用、人、時間などの投入資源の量を表す指標

・アウトプット（活動指標）…

行政が資源を投入し、実施した事業の量を表す評価指標

・アウトカム（成果指標）…

目的に照らして、どのような成果が得られたかを表す評価指標

・効率性指標（インプット・アウトプット比）…

インプットとアウトプットの比で表される指標


